
多
の

穂

後

芽

現

象

に

就.
~ 

て.

(
第
三
報
一

農
曲
学
博
士

近

藤

高

太

良E

農

喜善

土

高

橋

隆

平

-
、
緒

言

、.J

前
報
口
に
於
て
小
委
の
穂
蛮
芽
防
除
策
と
し
て
、
差
し
営
り
失
の
事
項
を
賓
行
す
べ
し
と
述
べ
り
。

一
、
年
k

定
ま
り
て
、
そ
の
地
方
に
来
る
雨
季
前
に
牧
穫
し
得
る
平
生
種
を
選
ぶ
と
と
。

二
、
中
園
、
四
園
地
方
の
品
種
に
穂
積
田
芽
少
な
き
故
に
、
此
地
方
の
品
種
を
選
ぶ
と
と
。

三
、
成
る
可
く
外
圃
種
よ
り
も
内
地
種
を
濯
ぴ
、
し
か
も
地
方
在
来
種
を
選
ぶ
と
と
。

四
、
赤
小
菱
に
し
て
、
後
熟
期
間
長
き
品
種
を
選
ぶ
か
、
或
は
育
成
す
る
と
と
。

五
、
雨
に
曾
ひ
し
小
婆
は
平
く
刈
取
り
、
脆
厳
し
、
火
力
、
出
来
得
れ
ば
日
乾
に
よ
り
て
至
念
に
乾
燥
す
る
と
と
。

右
五
項
は
何
れ
も
原
則
と
し
て
営
然
な
る
が
、
質
際
森
雨
に
合
し
た
る
時
、
恰
も
降
雨
の
前
日
に
刈
り
倒
し
た
る
萎
を
地
面
に
横
へ
た
る
も

の
、
或
は
求
だ
刈
ら
宇
し
て
立
ち
た
る
ま
L
放
置
せ
る
も
の
あ
り
て
、
萎
の
鹿
置
に
窮
す
る
と
と
は
毎
年
の
出
来
事
た
り
。
よ
り
て
刈
h
y
倒

し
た
る
小
委
、
叉
立
毛
の
ま
L
の
小
委
が
霧
雨
に
曝
さ
る
L
時
、
如
何
に
鹿
理
す
べ
き
か
は
、
小
萎
の
穂
殻
芽
防
除
に
つ
き
研
究
す
べ
き
最

も
肝
要
た
る
と
と
な
り
。
本
報
告
に
於
て
は
、
右
の
問
題
に
闘
し
て
行
ひ
た
る
こ
、
一
ニ
の
試
験
の
結
果
を
述
べ
ん
と
す
。
而
し
て
此
試
験
は

小
窟
置
の
植
樹
畿
芽
現
段
に
就
き
て
(
第
三
報
)

六
九



小
委
の
穏
渡
芽
現
象
に
就
き
て
ハ
第
一
一
一
線
〉

き

昭
和
十
二
年
六
月
に
行
ひ
た
る
も
の
た
り
。

-一、

雨
中
牧
種
世
忍
小
夢
の
虚
理

偶
島
小
委
の
牧
穫
期
に
於
て
隷
間
に
合
せ
る
時
に
、
そ
の
小
葬
を
如
何
に
底
理
す
べ
き
か
、
そ
の
賓
際
方
法
は
次
の
五
種
と
見
る
ぺ
し
。

A
h
1
v
 
圃
場
に
そ
の
ま
h
放
置
し
て
、
晴
る
h

F
侍
っ
と
と
。

(
2
v
 
刈
り
て
東
に
な
し
て
納
屋
に
入
れ
、
穂
を
上
向
に
し
て
立
て
置
く
と
と
。

内

8
)
刈
り
て
束
に
な
し
て
、
雨
を
避
け
、
架
に
掛
け
る
と
と
。

(
4
v
 
股
穀
し
て
、
雨
を
避
け
、
産
干
す
る
と
と
。

〈

5
v

脆
穀
叉
は
穂
を
切
り
落
し
て
火
力
乾
燥
す
る
と
と
。

昭
和
十
二
年
六
月
五
日
よ
り
連
日
降
雨
あ
り
。
よ
り
て
小
婆
の
鹿
置
に
闘
し
、
次
の
如
き
試
験
を
行
ひ
た
り
。

一
、
試
料
及
び
方
法

試
験
材
料
と
し
て
は
、
研
究
所
の
開
場
に
栽
略
せ
る
大
原
二
抗
、
畠
田
小
菱
及
び
参
考
の
第
め
大
窓
会
坊
主
を
用
ひ
た
り
。
是
等
の
品
種
は

何
れ
も
穂
町
蛍
芽
の
傾
向
の
著
し
き
も
の
に
非
る
な
り
。

降
雨
は
五
日
午
前
九
時
頃
よ
り
始
ま
り
て
、
九
日
朝
に
至
り
て
止
み
た
り
。
そ
れ
故
降
雨
は
約
三
日
牛
と
見
る
ぺ
し
。
此
期
聞
は
求
だ
雨

中
に
て
穂
費
芽
を
生
や
る
に
は
足
ら
や
。
降
雨
約
三
日
後
卸
ち
八
日
牟
後
三
持
に
問
中
(
悶
晴
の
見
込
立
た
や
'
V

刈
り
取
り
、
次
の
如
く
五

直
に
分
ち
て
由
理
し
た
a
v
e



(
1》

東
に
し
て
納
屋
に
立
て
掛
け
た
h
p
e

東
に
レ
て
通
風
よ
き
所
に
て
架
に
掛
け
た

《

2
vり

〈

3
V

脱
穀
し
て
謹
干
し
た
り
。

〈

4
v

耽
穀
せ
る
粒
を
簡
易
乾
燥
室
に
て
煉
決

個
に
よ
り
て
こ
四
時
間
火
力
乾
操
せ
り
。

〈

5
v
穂
を
摘
み
取
り
て
簡
易
乾
悌
室
に
て
乾
燥

せ
り
。

備
領
準
《
封
照
v

と
し
て
次
の
如
く
虜
現
し
た
り
。

〈

6
》

降
雨
後
之
を
漁
室
に
入
れ
、
十
日
正
午
迄

四
目
半
降
雨
欣
態
に
置
き
た
hv
。

右
の
如
く
六
種
の
方
法
に
て
濡
れ
事
会
を
廃
理
し
て

降
雨
始
よ
り
四
日
畠
・
の
後
に
粒
粒
を
検
査
し
た
り
。

二

、

試

験

の

結

果

前
述
の
如
く
六
種
の
方
法
に
て
慮
理
せ
る
萎
を
ば

降
雨
四
日
卒
後
に
採
り
て
、
そ
の
水
分
合
量
、
乾
燥

小
委
の
穆
設
芽
現
象
に
就
き
て
(
第
三
報
)

濡れ委の庖理

I .<<.~ It10〉|由砕い町 12にて ， 媛して 燥君事の宏、 に雨
試料 調査事項管て傍け!?鈴け喜子せる に入れ守室に入長，1にり

たるもの るものもの もの lるもの |しもの

水分含量% 42.4 36.6 35.6 39.5 . 46.5 48.1 

小委大 千粒重，g 31.9 32.7 32.5 31.4 31.4 沼.0

原二披 容/潰4，1宣 193.3 195.3 190.3 191.1 191.0 192.1 1j4，I，g 

品 質 中下 中下 下 下 下 下

水分含置% 45.5 37.9 40.4 393 49.6 50.6 

小委 千粒重，g 20.0 218 22.5 21.2 21.2 21.9 

畠田 容1/需，g璽 162.4 170.3 171.4 1前.9 1句.1 1回.6

品 寅 下 中下 中下 下 下 下

水分含量% 44.9 30.27 38.5 42.4 43.4 51.7 

大事毒 乎粒軍，g 22.8 21.2 20.8 22.6 22.1 回5

坊主 容1/4積，l，g重 135.8 1鈎.2 123.2 132.0 136.2 136.2 

品 質 下 下 下 下 下 下

第一表

七

千村!室部に容積置は乾燥小獲に蔵きてなり.備考



小
賓
の
穆
授
業
現
段
に
続
き
て
(
第
一
一
一
線
》

七

せ
る
も
の
に
つ
き
、
千
粒
重
並
に
容
積
重
を
調
査
し
た
る
に
、
第
一
衰
の
結
果
を
得
た
り
。

《

一

v

水

分

合

量

第
一
表
に
よ
れ
ば
、
何
れ
の
方
法
に
よ
る
も
、
時
恰
か
も
諜
雨
の
節
た
る
故
に
、
乾
燥
の
能
寧
は
小
た
り
。
殊
に
簡
易
乾
燥
室
に
入
れ
し

も
の
は
、
煉
炭
一
個
に
て
最
高
温
漸
く
掃
氏
四
O
度
に
過
ぎ
ざ
り
し
震
に
、
濡
れ
窓
会
の
乾
燥
に
は
一
重
夜
に
て
は
効
果
茶
だ
少
な
き
を
認
め

た
り
。
之
れ
寧
ろ
試
験
の
失
敗
と
云
ふ
べ
〈
、
療
炭
を
増
し
更
に
加
熱
を
高
め
、
温
度
を
六

O
度
以
上
七
O
皮
迄
と
な
し
て
乾
燥
能
率
を
大

に
揺
さ
ぎ
れ
ば
使
用
の
債
値
な
し
。
叉
穂
の
ま
h
よ
り
も
枕
粒
せ
る
も
の
が
乾
燥
し
易
き
が
如
き
を
認
め
た
る
が
、
濡
れ
姿
は
股
毅
困
雛
た

る
放
に
、
穂
の
ま
L
乾
燥
す
る
を
便
な
り
と
す
べ
〈
、
そ
の
矯
め
に
は
如
何
な
る
温
度
に
迄
高
む
べ
き
か
は
試
験
を
要
す
れ
ど
、
此
試
験
の

.
温
度
よ
り
も
更
に
高
め
て
揖
民
七
0
・
民
迄
に
た
し
、
遇
策
生
よ
く
し
て
乾
操
す
れ
ば
効
果
あ
ら
ん
。

納
屋
の
内
に
て
穂
を
上
向
に
立
て
掛
け
た
る
も
の
は
岡
場
刷
裡
の
も
の
よ
り
、
そ
の
水
分
の
少
な
き
は
嘗
ふ
を
待
た
ざ
る
が
、
折
角
の
効

泉
少
し
。

架
に
掛
け
し
も
の
は
、
六
蔵
の
中
に
て
水
分
が
最
も
少
し
。
殊
に
大
葬
に
於
て
著
し
。
さ
れ
ば
軒
下
に
て
架
に
掛
け
、
題
風
を
よ
く
す
れ

ば
、
相
官
の
乾
操
効
果
あ
る
べ
し
。
呼
し
通
風
よ
き
軒
下
、
或
は
通
風
よ
き
納
屋
の
如
き
は
そ
の
場
所
少
な
き
が
故
に
、
多
量
の
萎
を
梓
と

共
に
吊
さ
ん
と
せ
ば
、
勢
ひ
架
の
構
歯
並
に
掛
け
方
に
つ
ぎ
て
研
究
す
る
を
要
す
ペ
し
。

股
較
し
て
産
に
損
げ
た
る
も
の
は
、
相
官
に
乾
燥
の
効
果
あ
り
。
此
時
長
柄
の
杓
に
て
粒
を
捷
伴
上
下
す
れ
ば
よ
く
乾
燥
す
べ
し
。
只
貰

際
上
舵
鞍
困
難
な
ら
ん
か
。

常
広
降
雨
裡
に
あ
り
し
小
委
は
約
五

O
M
の
水
分
を
含
有
せ
り
。
叉
大
萎
(
有
梓
V

も
水
分
約
五
二
um
に
し
て
、
有
制
作
去
り
し
詩
め
、
小



穿
よ
り
も
少
じ
〈
多
〈
m
V

水
分
を
含
有
し
た
り
曲

以
上
六
置
に
つ
き
水
分
の
少
な
き
も
の
よ
り
順
次
に
奉
ぐ
れ
ば
、
〈
1
)
架
陀
掛
け
し
も
の
、

(
2
)耽
殺
し
て
蓮
子
せ
る
も
の
、
《
3
v
脆
殺

し
て
火
力
乾
燥
せ
る
も
の
、
〈
4
〉
納
屋
に
立
て
掛
け
し
も
の
、
〈
5
)穂
の
ま
-h
乾
埠
安
に
入
れ
し
も
の
、
〈
6
v闘
場
放
置
た
り
。
よ
り
て
若

し
濡
れ
小
褒
に
於
て
耽
毅
し
得
る
時
は
、
温
・
民
を
官
問
く
六

O
度
以
上
に
注
し
、
通
風
を
よ
く
し
て
乾
燥
室
に
て
乾
燥
す
〈
〈
，
或
は
恵
子
と

注
し
て
屡
々
反
柑
押
す
べ
し
。
之
に
反
し
て
脆
穀
不
可
能
な
る
時
は
通
風
よ
き
所
に
架
を
設
け
て
吊
ナ
ペ
じ
。

(一一v
千
粒
重
、
容
積
軍
及
び
品
質

千
粒
重
は
乾
燥
後
に
調
査
せ
る
故
に
、
置
の
聞
に
差
異
た
し
唱
容
積
重
は
試
料
聞
に
差
異
あ
れ
ど
も
、
乾
燥
方
法
に
よ
る
差
異
と
認
む
る

と
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
品
質
は
何
れ
も
惑
し
。
只
架
に
掛
け
た
る
も
の
に
於
て
他
に
比
し
少
し
く
品
質
可
た
る
が
如
じ
。
何
れ
も
蛮
芽
せ
ざ

り
し
放
に
、
所
調
穂
費
芽
の
程
度
に
就
て
は
諜
異
無
し
。
要
す
る
に
、
右
六
直
の
聞
に
は
品
質
に
就
き
て
特
に
差
異
を
認
む
る
に
至
ら
ぎ
り

し

三
、
降
雨
回
数
ま
粒
の
性
蹴
£
の
関
係

降
雨
日
教
が
小
葬
の
粒
質
に
及
ぼ
す
影
響
を
見
ん
が
篤
め
に
、
戎
の
貰
験
を
行
へ
り
。
前
述
の
試
験
に
於
て
は
降
雨
日
数
回
目
半
に
過
ぎ

ざ
り
し
放
に
、
未
だ
穂
積
芽
b
E

見
る
に
至
ら
ざ
り
し
が
、
此
試
験
に
於
て
は
人
工
降
雨
の
も
と
に
種
々
の
日
数
の
間
雨
に
A
W
は
し
め
て
、
雨

後
邸
時
乾
燥
し
た
る
場
合
と
、
乾
燥
遅
延
せ
し
場
合
と
佐
併
せ
て
試
験
し
、
以
て
降
雨
日
数
と
粒
の
品
質
と
の
闘
係
を
検
し
た
り
。

一

、

試

料

及

び

方

法

小
委
の
穂
授
芽
現
象
に
段
き
て
ハ
第
三
割
〉

七



小
委
の
穂
枯
盛
芽
現
象
に
畿
ぎ
て
〈
第
一
一
一
報
)

七
回

農
林
二
競
及
び
農
林
七
抗
を
用
ひ
、
昭
和
十
二
年
六
月
九
日
に
着
手
し
、
そ
の
試
験
を
火
の
如
〈
分
て
り
。

甲
、
小
萎
穂
を
降
雨
後
直
ち
に
乾
煉
せ
る
場
合

• 

降
雨
日
数
乞
二
、
問
、
六
、
八
、
一

O
日
の
五
匿
に
な
し
.
別
に
降
雨
に
曾

人工降雨の下に小委の.を置きたり。雨は見えず。

は
ざ
る
も
の
を
標
準
と
な
せ
り
。

乙
、
小
委
穂
、
乞
降
雨
後
未
乾
燥
の
ま
h
屋
内
に
放
置
し
た
る
場
合

降
雨
日
数
・
乞
二
、
閥
、
六
、
八
日
の
問
直
に
た
し
て
、
何
れ
も
降
雨
門
教

人
ヱ
降
雨
は

常一
所(
植百
物 間
病 濡
理
れ部、ι

i乙 円二7

設言
け.
た‘坤屋

長ウ
備 1'-
放

軍::-.皿

利呈
月1 .~ 
り
し。
た
り

I.'Y 
方

と
合
せ
て
、

耐
子
張
の
室
に
、
各
区
一

O
O穂
宛
を
容
器
に
挿
し
て
、
約
二
メ
ー
ト
ル
白

上
に
取
り
付
け
た
る
噴
口
よ
り
細
雨
を
降
ら
し
て
、
良
〈
降
雨
に
似
た
る
献

態
に
保
ち
た
り
。
此
紋
態
に
て
こ
、
四
、
六
、
八
、
一

0
日
間
保
ち
た
る
後
に
、

穂
を
取
り
出
し
て
直
ち
に
日
間
乾
燥
し
た
り
。
〈
馬
民
〉

一
方
降
雨
二
、
問
、
六
、
八
日
間
後
に
濡
れ
穂
を
取
り
出
し
、
之
を
降
悶
の
な

り
。
此
室
は
窓
を
牟
聞
に
な
し
た
る
故
に
、
温
風
は
不
良
た
れ
ど
も
、
齢
り
漁
潤
に
は
あ
ら
ざ
り
し
.

き
別
室
に
移
し
、
降
雨
日
数
と
加
へ
て
一

0
日
間
、
濡
れ
穂
の
ま
L
放
置
せ

右
の
如
〈
嵐
理
せ
る
小
委
に
就
き
て
‘
夫
れ
夫
れ
穂
費
芽
歩
合
、
費
芽
粒
歩
合
、
僻
芽
粒
歩
合
(
芽
の
出
掛
け
た
る
場
合
)
、
不
費
芽
粒
歩



合
を
調
査
し
、
且
つ
費
芽
粒
を
除
き
た
る
乾
燥
粒
(
倒
芽
粒

並
に
米
議
芽
粒
)
に
就
き
て
、
そ
の
千
粒
重
、
容
積
重
、
及

ぴ
品
質
〈
外
観
)
を
調
査
し
た
り
。

試
験
期
間
中
の
平
均
室
温
は
午
前
八
時
に
嬬
氏
一
九
・
六

度
、
正
午
に
二
四
度
、
午
後
五
時
に

こ
こ
・九
度
な
り
し
。

二

、

試

験

の

結

果

右
試
験
の
結
果
は
第
二
、
三
表
の
如
し
。

第
二
、
三
表
に
よ
れ
ば
、
犬
同
情
夫
の
如
き
傾
向
を
認
む
る

友
り
。費
芽
の
欣
況
を
見
る
に
、
農
林
二
挽
と
七
械
と
の
聞
に
大

な
る
差
異
あ
り
、
之
れ
品
種
に
よ
る
穂
費
芽
抵
抗
力
の
差
に

基
づ
く
と
と
前
回
に
報
告
せ
し
が
如
し
。
農
林
七
鞭
に
・φ
り

て
は
、
僅
か
に
二
日
間
降
雨
に
合
ひ
た
る
も
の
に
於
て
も
既

に
穂
費
芽
を
生
じ
、
降
雨
四
日
間
或
は
之
よ
り
長
き
も
の
に

て
は
特
に
費
芽
が
著
し
く
多
く
た
り
た
り
。
農
林
二
親
に
て

は
二
日
間
の
降
雨
に
て
は
鷲
芽
せ
や
、
四
日
間
の
降
雨
に
よ

小
委
の
薗
帽
寝
芽
現
象
に
就
き
て
〈
輔
さ
一報
V

第二表 降雨日数と小委粒の性欣

品種 農林 二 按

司富 li 
雨H
憾芽愛合 粒終芳:合

後置放数理 歩 歩 歩 勅合 千胞を号車ー官
日 日 0 /。0/ 0 06 yAo o ，， 

% 。 33E .11 R 
2 196 1 

後雨直 4 4 0.52 。99-48 32.52 194 2 
6 一 10 0.42 0.85 98.73 32お 192 2 

乾燥 8 一 22 0，72 1心7 98.21 32.09 190 2 
す

28 2.32 2.91 94.77 31.25 10 186 3 

霊童
2 8 日 6.32 4.64 釦.04 31.72 188 2 

4 6 59 6.98 3.57 89.45 31.田 188 4 

6 4 52 4.08 4.印 91-42 31.15 167 4 

-て 8 2 39 1.87 7.35 回.78 31.36 186 4 

。 一 一 一 198 1 

七
五



降雨日散と小菱の性献

品種 農林七蛾

第三表

小
委
の
穏
護
芽
現
象
に
就
き
て
門
第
三
報
)

一
観
位
一

粒
一
外
順
一

語
句
↑急

燥
-
浦
川
円
一

1

日
争
乞
唱

A
-

乾
一
団

一
za

一

-RE
-
-‘

一
千

一
3

l
i
-
-
」|

一

歩

合

M

周辺

不
高
野
芽

B

E

--合

一/
0
.

τ粒歩
一夕
日

一口

一五
O

苦

言

歩

一
0
4

標
設
芽
歩
一%
叩

百
数
「
一

雨
後
放
置
一j
-

日
数

E
2

理

一

慮「宮

2 

3 180 30.34 71.8 17.5 10.7 ?1 4 
雨
後
直
に
乾
燥
す

4 173 29.56 76.3 15.2 8.5 77 6 

4 174 30.12 58.9 23.6 17.5 95 I 8 

5 166 28.77 68.9 17.6 13.5 88 10 

3 179 31.10 60.3 20.6 19.1 77 8 

5 172 却.57:;7.6 包.239.2 91 6 4 

4 164 28.96 54.3 24.3 21.4 88 4 6 

加
遣
す

雨
後
来
乾
燥
に
て 4 1国回.4665-2 15.4 却.486 2 8 

七
ノ、

1 

り
て
始
め
て
僅
-M
に
穂
費
芽
乞
生
じ
た
り
。
以
後
途
・
究
費
芽
数

は
増
加
の
傾
向
を
示
せ
H

と
も
、
農
林
七
競
に
比
し
、
何
れ
も
そ

1回

の
護
芽
歩
合
は
著
し
く
低
し
。

右
は
降
雨
後
直
ち
に
乾
埠
し
た
る
も
の
な
る
が
、
そ
の
濡
穂

31.27 

危
そ
の
ま
h

放
置
し
た
る
場
合
乞
見
る
に
、
農
林
二
親
及
七
競

共
に
著
し
く
費
芽
歩
合
は
高
ま
る
も
の
な
り
。
叉
例
へ
ば
農
林

ニ
蹴
に
於
て
二
日
間
の
降
雨
に
て
は
賞
芽
せ
ざ
る
も
‘
之
を
屋

内
に
取
り
入
れ
置
く
時
は
、
八
日
間
に
五
六
%
の
穂
費
芽
を
生

じ
、
農
林
七
披
に
て
は
二
日
間
の
雨
に
て
一

o
u
m
の
穂
費
芽
が

八
日
間
放
置
の
矯
め
に
七
七
%
に
な
り
し
が
如
〈
、
そ
の
増
加

の
傾
向
著
し
。
さ
れ
ば
濡
れ
穂
は
之
を
耽
穫
す
る
も
、
之
を
屋

内
に
放
置
す
る
時
は
穂
鷲
芽
防
止
の
効
果
無
き
た
り
。

向
詳
細
に
検
討
せ
ん
に
、
穂
殻
芽
使
の
比
較
的
少
な
き
農
林

二
競
を
ぱ
降
雨
一

0
日
間
闇
場
に
立
毛
の
ま
』
置
き
た
る
時
、

標准

二
八
併
の
穂
費
芽
を
生
じ
た
る
も
の
を
、
雨
中
に
刈
り
取
り
て

家
に
入
れ
、
降
雨
始
よ
り
一

O
日
後
の
穂
費
芽
を
見
る
に
、
寧
ろ



早
く
刈
り
て
屋
内
に
置
き
た
る
も
の
程
穂
費
芽
歩
合
の
犬
な
る
を
見
る
な
り
。
叉
穂
積
芽
性
の
多
き
品
種
、
農
林
七
挽
に
つ
き
て
見
る
時
は
、

雨
中
一

0
日
間
開
場
に
b
り
し
も
の
1
h

穂
費
芽
歩
合
八
八
%
な
る
も
の
を
、
早
く
刈
り
て
室
内
に
置
き
た
る
に
、
殆
ん
ど
同
数
の
穂
費
芽
を

呈
し
て
、
岡
場
に
放
置
・
γ
る
も
、
叉
雨
中
刈
り
取
り
て
屋
内
に
置
く
も
差
異
無
き
を
認
め
た
り
。

以
上
を
綜
合
し
て
考
ふ
れ
ば
、
小
委
が
森
間
に
合
ふ
時
は
、
可
及
的
早
く
刈
り
て
念
速
に
乾
燥
す
る
を
最
も
有
利
と
す
れ
ど
、
乾
燥
不
可

能
の
場
合
は
、
刈
取
ら
歩
し
て
そ
の
ま
L
圃
場
に
立
て
置
く
を
、
努
力
上
反
っ
て
可
た
り
と
す
。
此
離
は
賞
際
問
題
と
し
て
重
要
な
る
事
項

と
一
宮
ふ
ペ
し
。

-
究
に
費
芽
粒
を
除
き
た
る
粒
に
つ
き
で
佳
放
を
調
託
し
た
る
に
、
千
粒
重
は
共
費
芽
粒
増
加
と
並
行
し
て
順
弐
に
低
下
し
来
る
を
知
る
@

而
し
て
農
林
七
城
及
び
二
蹴
に
於
て
、
そ
の
千
粒
重
低
下
の
程
度
に
は
大
差
な
き
を
認
む
。
費
芽
粒
の
多
舎
程
、
そ
の
千
粒
重
の
小
な
る
は

費
芽
粒
の
多
き
も
の
語
、
よ
く
登
熟
せ
し
粒
が
費
芽
せ
し
に
よ
る
ペ
し
。
容
積
重
も
穂
積
芽
の
多
き
程
減
少
せ
る
と
と
、
千
粒
重
に
於
け
る

と
同
じ
。
農
林
七
械
は
糊
積
芽
佐
高
・
を
故
に
、
農
林
二
械
に
比
し
て
穂
積
芽
に
伴
ふ
そ
の
容
積
重
の
減
少
は
大
た
り
。
外
観
的
品
質
も
糊
嚢

芽
の
大
た
る
も
の
程
低
下
せ
る
は
営
然
と
云
ふ
べ
し
。
寅
際
問
題
と
し
て
、

一
0
日
間
集
雨
に
岨
喝
さ
れ
し
も
の
と
、
四
日
間
悶
に
合
ひ
し
も

の
を
刈
り
て
、
屋
内
に
六
日
間
置
き
し
も
の
と
に
就
き
、
そ
の
性
紙
を
比
較
す
る
に
、
農
林
二
械
に
て
は
・
南
者
共
に
殆
ん
ど
同
じ
。
問
中

六
日
後
に
刈
り
取
り
て
屋
外
に
四
日
間
置
き
し
も
の
に
比
較
す
る
も
、
性
献
は
殆
ん
H
C
同
じ
。
又
同
様
に
農
林
七
挽
に
就
き
て
見
る
も
、

0
日
間
雨
に
曝
さ
れ
し
も
の
と
、
同
日
叉
六
日
間
問
中
に
あ
り
て
、
後
六
日
叉
四
日
問
屋
内
に
置
き
し
も
の
と
を
比
較
す
る
に
、
粒
の
性
航

に
差
異
な
し
。
よ
り
て
雨
中
の
萎
を
刈
り
取
り
て
屋
内
に
放
置
す
る
も
、
圃
岨
切
に
雨
に
曝
し
置
き
た
る
も
の
に
比
し
て
品
質
上
に
差
異
な
き

故
に
、
寧
ろ
聞
場
に
置
く
を
努
力
上
可
た
り
と
せ
ん
。

-
ゆ
褒
A
U

穏
血
盟
芽
羽
象
に
鏡
ぎ
て
(
努
一
一
一
報
V

七
七



-
b賓
の
補
個
漫
芽
周
到
象
に
舷
ぎ
て
・
(
第
三
線
u

七
J¥. 

若
し
雨
中
の
小
萎
を
刈
り
取
り
て
直
ち
に
乾
婚
す
る
と
と
を
得
れ
ば
、
早
く
刈
り
取
る
額
千
粒
重
並
に
容
積
重
は
十
へ
に
し
て
、
粒
の
性
欣

は
良
好
怠
る
故
に
、
能
ふ
可
〈
ん
ぱ
早
ぐ
刈
り
取
り
て
、
直
ち
に
乾
織
す
る
を
可
去
り
と
ず
る
と
と
、
蕊
に
一
再
ふ
b
E
侠
た
示
。

之
を
要
す
る
に
、
降
雨
日
数
が
長
け
れ
ば
、
長
き
に
従
ひ
で
粒
は
費
芽
し
、
品
質
は
著
し
く
寄
せ
ら
る
。
而
し
て
雨
中
之
を
刈
り
取
hv
て

直
ち
に
乾
燥
に
附
し
得
れ
ば
高
だ
可
た
る
も
、
挙
手
し
て
降
雨
中
之
を
刈
り
取
り
て
納
屋
に
入
れ
置
く
も
利
無
き
の
み
た
ら
守
、
反
っ
て

費
芽
は
促
さ
れ
、
品
質
の
悪
嬰
は
犬
に
怠
る
た
h
y
。
寧
ろ
雨
に
曝
さ
れ
た
る
憧
放
置
す
る
の
反
っ
て
有
利
た
る
場
合
あ
る
な
り
。

目、

設

芽

志

水

分

重

量

穂
彊
芽
を
防
止
す
る
に
は
、
之
を
乾
-M
せ
ば
可
及
る
も
、
水
分
が
幾
dn迄
に
減
じ
た
る
た
ら
ぱ
、
最
早
寝
芽
は
起
ら
ざ
る
s

仰
を
知
る
矯
め

に
、
戎
の
資
験
を
行
ひ
た
り
。

一

、

試

料

及

方

法

小
委
米
一
班
、
新
珍
子
一
一
抗
、
熊
本
小
委
の
一
一
一
品
種
を
用
ひ
た
り
。
何
れ
も
枇
謹
直
後
の
材
料
な
り
。

長
さ
ニ

O
酒
、
幅
一
間
車
、
深
さ
二
m
の
陶
器
鷲
芽
皿
に
細
砂
一
ニ
O
O
g
を
入
れ
、
と
れ
に
砂
の
飽
和
水
芳
-
の
六

O
d
n、

C

《

C

一
五
%
、

一O
d拘

七
・
五
%
、
五
dnの
蒸
師
水
を
加
へ
て
良
〈
混
和
じ
、
強
茅
床
&
な
し
た
り
。

各
皿
に
四
O
O粒
宛
、
小
委
の
背
面
が
僅
・
川
に
現
は
る
L
程

度
に
砂
中
に
押
し
付
け
埋
波
し
、
ガ
ラ
ス
の
蓋
を
な
し
、
国
間
氏
一
五
度
の
恒
温
器
に
入
れ
た
り
。
か
く
し
て
各
皿
に
於
て
約
半
数
の
強
芽
を

認
め
た
る
時
に
之
を
取
り
、
費
芽
歩
合
を
調
茶
し
、
砂
を
良
く
飾
ひ
て
去
り
た
る
後
に
、
乾
燥
法
に
て
水
分
合
量
を
決
定
せ
り
，
此
時
に
殻

芽
を
催
し
た
る
も
の
も
彊
芽
粒
の
中
に
包
含
せ
り
。



二

、

試

験

の

結

果

砂
の
・
水
分
及
び
粒
の
水
分
と
小
迎
賓
の
費
芽
と
の
闘
係
は
、
第
四
衰
の
如
し
。

第
四
表
に
よ
れ
ば
、
温
度
一
五
度
の
時
に
、
小
葬
粒
が
水
分
二
七
d
n
b
ι
含
む
と
き
は

一
一
週
聞
置
け
ば
若
干
粒
の
費
芽
を
見
る
た
り
。
水
分
が
二
一
%
戒
は
そ
れ
以
下
に
て
は

費
芽
せ
歩
。
之
に
反
し
て
粒
の
・
水
分
合
量
が
三
六

l
一一一七
U
W
な
る
時
は
、

一一一
日
聞
に
て

五
一一コ
4
4
お
四
%
の
費
芽
を
見
る
た
り
。
之
よ
り
水
分
多
く
た
る
も
需
に
賞
芽
粒
を
増
す

と
と
無
し
。

要
す
る
に
、
小
菱
が
水
分
を
一
』
一
六

l
一一-七
%
含
む
と
き
は
費
芽
し
易
き
故
に
、
之
生

乾
燥
せ
ざ
る
べ
か
ら
ヂ
。
之
よ
り
水
分
の
減
守
る
程
費
芽
は
減
じ
、
水
分
が
二
一
%
に

迄
減
歩
る
時
は
、
最
平
穂
費
芽
乞
見
る
と
と
な
し
.

玉
、
夢
架

の

誌

験

元
首
研
究
所
員
笠
原
安
夫
氏
に
依
喝
し
て
、
穿
架
と
穂
鷲
芽
と
の
聞
係
を
調
査
し
た

り
。
同
氏
は
岡
山
脈
久
米
郡
鶴
岡
青
年
事
校
の
岡
場
に
て
、
貰
際
に
近
き
方
法
に
よ
り

て
試
験
し
た
り
。
昭
和
十
一
年
六
月
未
よ
り
七
月
に
か
け
、
森
雨
に
合
ひ
て
穂
殻
芽
を

生
じ
、
農
家
を
悩
ま
し
た
り
。
そ
の
時
の
天
候
は
次
の
如
し
。

小
嵩
賓
の
暗
闇
畿
芽
須
象
に
就
き
て
(
第
一一一
報
)

第四表

続

新車生子-1M

種ロロロ

米七
九

熊本小型E

ft芽枇を数へ水分を検定せしは、置床後次の日数なり。

震発砂床水分印%の分・・・米一破、新珍子一貌は三日後、熊本小裂はご.日後

" /1 15%の分・"全部三日後

10.7.5.5%の分・・・全部七日後" " 

備考



小
委
の
穏
護
芽
現
象
に
就
き
て
(
第
三
報
)

入
O 

六
局
廿
八
日
一
廿
九
日

一 i
一二
十
日

一
安
一
日
一
二

一

一
哨
後
袋

一

一

一
、
方

見

ペ

ハ

〉

日

日
L一一一1一一ーー
情|四
後|
雨!日

雨!五
後 l
晴|日

六

哨

一
塁

哨

一

日

照

雨

雨

曇

雨

哨

雨

雨

法

畠
田
小
萎
を
六
月
廿
九
日
に
刈
取
り
て
屋
外
の
架
に
か
け
、
七
月
十
日
迄
放
置
し
た
る
が
、
七
月
四
日
頃
に
既
に
費
芽
を
認
め
た
り
。

架
の
鰯
斜
を
次
の
コ
一
様
に
な
し
、
小
葬
東
を
一
列
に
掛
く
。

〈
イ
V

傾
斜
の
普
通
た
る
も
の
、
地
面
と
の
角
・
民
約
七
O
度

傾
斜
の
緩
た
る
も
の
、
地
面
と
の
角
度
約
五
五
度

(
n
v
 

十
日
間
曝
雨
の
後
、
七
月
十
日
に
究
に
述
ぷ
る
が
如
く
調
査
し
た
り
。

傾
斜
の
念
た
る
も
の
、
地
面
と
の
角
度
約
八

O
度

二

、

試

験

の

結

果

各
直
に
つ
き
一

O
穂
叉
は
五
穂
を
採
り
て
、
費
芽
粒
殿
、
不
費
芽
粒
致
、
腐
敗
粒
撒
及
び
綿
粒
散
を
槍
ぺ
て
費
芽
歩
合
を
算
出
し
た
り
。

そ
の
結
果
は
第
五
表
の
如
し
。

此
試
験
に
て
は
調
査
穂
撒
茜
百
少
を
憾
b
れ
ど
も
、
第
五
表
に
よ
り
架
の
傾
斜
が
念
た
る
程
、
穂
費
芽
は
少
き
と
と
は
明
か
な
り
。

列
重
た
為
時
は
、
最
上
部
に
て
綬
傾
斜
の
部
分
に
費
芽
多
く
、
下
部
に
て
念
傾
斜
の
部
分
に
費
芽
少
し
。

叉
観
察
に
よ
れ
ば
、
一
列
に
架
に
掛
け
た
る
場
合
に
表
面
傾
斜
綬
去
る
所
に
欄
費
芽
多
く
、
裏
曲
念
傾
斜
の
部
分
に
費
芽
少
な
く
、
又
数



委架の傾斜と小委の殻芽

調 査 穂

10 i;li 紋
1 2 3 4 5 6 7 8 9 

ノ。/0 

普
経芽粒数 3 。3 2 1 1 4 4 。6 24 5.1 

遁 不褒芽粒数 日 36 39 56 47 38 31 32 56 37 431 一

傾 腐敗粒歎 3 。2 。。2 4 2 2 1 16 
斜 -.の粒. 65 36 44 回 48 46 39 38 国 44 471 

緩
震芽粒敏 10 13 2 3 11 8 10 8 5 10 

不謹芽粒. 幻 '27 16 35 29 40 53 44 33 49 
傾
腐敗粒敏 4 6 8 1 3 。1 2 1 。26 

斜 一穏の粒放 37 46 26 39 43 48 64 54 39 59 455 一
ー一ーιーーー----l

念
設芽粒歎 1 。6 1 。一 一 一 一
不護芽粒. 41 40 42 49 33 一 一 一

傾
腐敗粧量生 2 。1 5 。一 一 一

斜 -.の粒. 44 40 49 55 33 一 一 一

第五表

小
委
の
袖
咽
泊
目
芽
現
象
に

a-cて
(
第
一
一
一
報
)

叉
二
架
の
葬
捕
が
相
接
す
る
部
分
は
雨
滴
が
停
滞
し
易

き
故
に
、
そ
の
部
分
に
費
芽
粒
は
多
く
八
・五
dm
た
り
し
。

笠
原
氏
の
試
験
並
に
翻
察
に
よ
り
て
、
小
相
変
を
単
架
に

か
け
て
念
傾
斜
に
た
し
、
二
架
の
婆
穂
が
相
接
す
る
と
と

無
カ
ら
し
む
れ
ば
、
穂
費
芽
を
減
少
す
る
に
効
果
め
る
を

知
る
。
只
雨
中
に
刈
り
取
り
て
架
に
掛
け
る
は
、
そ
の
ま

ま
圃
岨
切
に
立
毛
に
て
置
き
し
も
の
惚
比
し

τ幾
何
の
効
果

あ
り
や
は
此
試
験
に
て
は
明
か
た
ら
歩
。

六
、
考

察

小
委
の
牧
穫
期
に
際
し
て
森
雨
来
た
り
、
何
時
雰
る
る

か
見
込
み
立
た
ざ
る
時
の
封
策
と
し
て
考
へ
ら
る
は
、

h
k

の
七
の
場
合
た
り
。

て
そ
の
ま
、
闇
場
に
置
き
て
雰
る
L
を
待
つ
と
と
。

二
、
雨
中
に
刈
取
り
て
、
圃
場
に
て
架
に
掛
く
る
こ
と
@

、
雨
中
に
刈
取
り
て
、
穂
を
上
向
に
し
て
納
合
内
に

i¥ 



ふ
療
の
穆
愛
芽
現
怠
に
斌
き
で
〈
第
一
一
日
報
)

立
A
J

る
と
と
。

回
、
雨
中
に
刈
取
り
て
、
軒
下
に
て
架
に
掛
け
る
と
と
。

五
、
股
般
し
て
屋
内
定
子
を
た
す
と
と
。

式
、
股
殺
し

τ火
力
乾
燥
を
た
す
と
と
.

七
、
捕
を
摘
み
て
火
力
乾
燥
を
左
す
と
と
。

右
の
内
股
設
し
℃
火
カ
乾
燥
を
な
す
と
と
が
最
も
効
果
的
な
れ
庄
、
賓
際

上
悶
の
待
に
小
菱
越
は
膨
軟
と
た
り
て
、
脆
粒
し
難
〈
動
力
を
多
〈
要
し
、

又
濯
別
も
推
し
。
且
つ
乾
燥
機
に
よ
る
乾
燥
も
困
難
た
る
場
合
あ
り
。
第

一
去
に
示
す
が
如
く
、
漏
れ
小
委
は
水
分
五

O
係
そ
含
有
す
る
放
に
、
一
旦

牧
盤
委
を
軒
下
の
架
に
掛
け
‘
水
分
を
三
六
dw
叉
は
以
下
に
乾
か
し
た
る

時
に
、
股
韓
し
℃
之
を
乾
焼
機
に
か
け
て
乾

-mナ
b
L
可
な
り
と
せ
ん
・
例

、，J
、，，，

へ
ば
中
揮
民
0
0
が
金
岡
式
火
力
乾
操
機
を
用
ひ

τ水
分

一一
二
二
一
一
タ
及

び
三
一ニ
・六
%
の
小
委
を
乾
燥
し
た
る
成
績
あ
り
。

そ
の
乾
燥
の
結
果
は

日
照
乾
燥
に
よ
く
似
た
る
が
如
く
、
或
は
そ
れ
よ
り
は
効
果
多
レ
。
故
に

脆
鼓
し
得
れ
ば
火
力
乾
燥
機
に
よ
る
時
、
最
字
小
穿
の
牧
穫
は
保
詮
せ
ら

る
と
一
宮
ふ
ぺ
し
・.
〈
第
六
表
)

~ 

t中樽〉

E事 夜間|議|議 三喜|四時|五時 議|議|議|議間 間後間後

幸保火
勲鼠Cじ温度 1CO 1∞ 1∞ 00 叩 80 80 80 70 70 

d分、2慢の%水 31.3 30.0 27.9 25.8 24.0 21.2 19.9 17.4 15.! 13.9 

日 無 視C'C:27.2 27.5 27.7 ~7.s 29.2 却.7 泊.2 28.6 25.0 27.8 

関 的水 I ;~.; 田.0 27.4 23.0 21.2 19.0 18.6 17.5 16.0 15J. 

力火 熱早P度 80 85 85 80 80 75 75 一
燥乾 分4、著書%の水 3361 31.8 28.9 26.0 お.0 20.1 18.6 16.0 13.8 一

日 気 温CC28.5 釦.1 鈎A 29.2 泊.6 30.4 28.8 27.6 26.0 29.1 

照 分d、著書2の4水 33.6 沼.6 ro.8 2'7.8 25.0 お.4 泊.1 21-3 20.6 19.4 

小委の火力乾燥と日照乾燥との比較第六表



最
近
丹
昭
和
十
三
年
V

宮
抗
婦
仲
貯
都
農
合
に
て
は
γ

郡
内
二
百
廿
二
町
の
・
れ
妻
v

ん
五
七
十
町
歩
の
大
葬
の
費
芽
師
止
策
と
し
て
v

七

月
五
日
よ
り
白
布
晴
元
上
西
製
品
脚
場
の
繭
乾
燥
機
を
借
り
て
、
小
窓
会
約
一
一
一

O
右
の
火
力
乾
燥
を
行
ひ
た
る
に
‘
.そ
の
結
果
良
好
な
り
L
放
に

犬
k

的
に
大
カ
乾
憾
の
貨
施
に
掛
り
た
り
。
と
の
試
験
成
般
に
よ
れ
ば
‘
中
原
式
中
へ
カ
乾
燥
機
四
牽
に
て
一
固
に
小
萎
二
間
有
を
乾
燥
し
得

ぺ
く
、
普
通
の
掛
れ
る
小
菱
は
一
時
間
、
水
慢
の
小
要
も
三
時
間
乾
燥
に
よ
り
て
費
芽
を
防
止
し
得
ぺ
く
、
更
に
一
時
間
乾
燥
せ
ば
、
副
賞
却

一
回
三
時
間
以
内
に
止
む
ぺ
し
。
大
量
を
共
同
に

乾
燥
し
、
蓮
時
宜
し
き
を
得
れ
ば
、
石
雷
り
約
拾
銭
に

τ小
萎
を
聾
芽
せ
ざ
る
程
度
に
乾
燥
し
・
威
拾
銭
に
て
販
賞
用
に
な
し
得
ぺ
し
云
々
。

用
と
な
る
迄
乾
燥
し
得
べ
し
。
只
、長
時
間
連
続
す
る
時
は
自
然
費
芽
す
る
恐
b
る
放
に
、

〈
東
京
朝
日
新
聞
昭
和
十
三
年
七
月
十
三
日
)

右
の
例
の
如
く
、
濡
れ
小
穿
を
肱
粒
し
得
る
起
に
舵
か
し
縛
れ
ば
、
勿
論
宜
し
く
脆
粒
し
て
火
力
乾
燥
機
に
て
念
漣
に
乾
燥
ナ
ペ
し
・
之

れ
小
菱
の
糊
強
芽
防
止
劃
策
と
し
て
最
も
効
果
的
去
り
。

股
難
じ
た
る
も
の
を
屋
内
に
て
涯
に
損
げ
風
乾
す
急
時
に
は
嵐

k
E縛
し
、
或
は
長
柄
の
杓
に
て
高
〈
は
h
u
揚
げ
て
紙
乾
に
努
む
べ
し
・

さ
れ
ど
前
越
の
如
く
‘
直
ち
に
火
力
乾
陳
ず
る
に
及
ば
宮
る
は
云
ふ
迄
も
無
し
。

若
し
肱
殺
を
念
し
得
ざ
る
時
は
、
穂
を
摘
み
て
、
簡
易
火
力
乾
燥
室
に
て
乾
・
か
す
ぺ
し
。
只
第
一
表
の
試
験
は
温
度
低
き
に
失
し
、
叉
語

、，Ja宮

風
惑
し
を
銭
め
乾
燥
十
分
念
ら
ざ
り
し
。
中
海
氏
(
が
水
分
ニ
ニ
・
九
併
の
小
変
を
安
温
最
高
揖
氏
六
二
・
五
度
に
て
六
時
間
加
熱
し
.
水
分

一
六
・
九
d

刊
に
訟
し
た
る
に
、
品
質
に
何
等
の
異
献
な
カ

p
し
を
見
た
り
。
よ
り
て
濡
れ
小
宴
に
て
は
七
O
度
に
て
熱
す
る
も
差
支
へ
な
か

る
ベ

L
a
そ
の
時
は
通
風
に
特
別
の
注
意
を
な
し
開
放
す
る
も
可
な
ら
ん
.

次
に
雨
中
刈
り
取
り
た
る
も
の
を
屋
内
に
そ
の
ま
h
放
置
す
る
持
は
、
穂
護
芽
を
多
量
に
生
・
ヂ
る
放
に
(
第
二
表
v
、
之
を
屋
内
叉
は
府
下

小
容
の
穆
n
u
芽

aaに
賞
き
て
(
第
一
一
一
線
)

'" 



小
委
の
穆
護
芽
易
織
に
蹴
ぎ
て
(
第
三
報
〉

'̂ 四

の
通
風
よ
き
所
に
架
を
設
け
て
風
乾
す
る
を
可
た
り
と
す
a

さ
れ
E
乾
燥
が
十
介
に
行
は
れ
ざ
る
は
勿
論
な
る
放
に
、
僅
か
に
穂
積
芽
の
護

生
を
防
止
し
、
晴
天
を
待
ち
て
日
照
に
よ
り
て
乾
燥
す
べ
し
.
さ
れ
ど
此
方
法
は
架
を
設
く
る
場
所
を
十
分
に
得
る
と
と
困
難
た
る
故
に
、

貰
際
上
に
は
効
果
少
し
。

雨
中
に
刈
取
り
て
屋
外
の
架
に
掛
け
て
雰
る
h
を
待
つ
も
一
法
去
り
。
そ
の
時
は
笠
原
氏
の
試
験
の
如
く
、
成
可
く
念
傾
斜
に
な
し
で
雨

滴
の
落
下
を
容
易
な
ら
し
む
る
と
と
肝
要
念
h
y
。

以
上
の
方
法
何
れ
を
も
賓
行
し
得
ざ
る
時
は
、
宜
し
く
圃
場
に
立
毛
の
ま
L
放
置
し
て
晴
天
を
待
つ
べ
く
、
之
れ
が
今
日
の
農
家
の
篤
す

賓
紙
左
り
。
刈
り
取
り
て
濡
れ
た
る
も
の
を
牧
納
し
て
、
穂
を
上
向
し
て
詰
め
置
く
は
効
果
無
く
、
堆
積
す
る
は
.
最
凶
器
と
云
ふ
ぺ
し
。

以
上
を
要
す
る
に
、
穂
費
芽
封
策
と
し
て
、
火
の
如
き
事
項
を
賓
行
す
ぺ
し
。

て
脆
穀
可
能
た
ら
ば
、
肱
殺
の
上
直
ち
に
火
力
乾
操
を
な
す
べ
し
。
乾
燥
機
な
ら
ば
掃
民
九

O
l七
O
度
の
熱
風
を
用
ひ
、
乾
燥
室
ゑ

ら
ば
揖
氏
七
O
度
迄
に
な
す
べ
し
・

二
、
脆
載
不
可
能
な
ら
ば
穂
を
摘
み
て
、
穂
の
ま
L
乾
燥
室
に
て
乾
坤
す
べ
し
。
そ
の
室
温
は
揖
氏
七
O
度
迄
に
注
す
ぺ
し
。

一
一
一
、
脱
穀
す
る
も
火
力
乾
憾
の
設
備
な
き
時
は
、
屋
内
に
蓮
上
に
横
げ
で
よ
く
揖
枠
上
下
し
て
風
乾
に
努
む
べ
し
。

四
、
可
能
た
ら
ば
、
通
風
よ
き
所
に
架
を
設
け
て
、
委
を
風
乾
し
晴
天
を
待
つ
ぺ
し
。

五
、
以
上
凡
て
不
可
能
な
ら
ば
屋
外
に
架
b
L

設
け
、
姿
東
を
念
傾
斜
に
掛
け
て
晴
天
を
待
つ
べ
し
.

山
ハ
、
漏
れ
指
針
を
屋
内
に
牧
納
す
る
も
・

以
上
旬
方
法
を
謹
さ
守
る
時
芯
反
っ
て
褒
芽
そ
促
註
す
る
故
に
、
事
ろ
聞
場
に
立
毛
の
ま
L
放
置

L
て
官
官
る
a
A

を
特
っ
ベ

L
.



七
、
摘

要

小
車
置
の
穆
愛
芽
現
政
に
就
き
て
匹
第
一
一
一
報
】

九
五

て
昭
和
十
二
年
六
月
に
、
小
委
が
霧
雨
に
岨
噂
さ
れ
た
る
時
、
そ
の
穂
稜
芽
防
除
策
と
し
て
.
如
何
に
小
委
を
成
理
す
ぺ
き
か
に
つ
き
で
試

験
せ
り
。

二
、
種
k

の
方
法
に
よ
り
て
濡
れ
小
委
を
嵐
理
し
、
安
の
如
き
穂
鷲
芽
針
策
を
得
た
り
。

ィ
、
脆
穀
可
能
な
ら
ば
脆
穀
の
上
直
ち
に
火
力
乾
燥
を
た
す
べ
し
・
そ
の
時
乾
燥
機
は
熱
風
を
掃
氏
九
O
l
七
O
度
、
乾
燥
室
は
室
温
を

嬬
民
七
0
・
民
迄
に
加
熱
す
ぺ
し
。

ロ
、
脆
穀
不
可
能
な
ら
ば
楠
を
摘
み
て
、
穂
の
ま
L
乾
燥
室
に
て
乾
燥
す
ぺ
し
。
そ
の
室
温
は
揖
氏
七

O
度
迄
に
な
す
べ
し
。

で
股
設
す
る
も
、
火
力
乾
燥
の
設
備
な
き
時
は
、
屋
内
に
て
謹
上
に
摘
げ
、
よ
〈
揖
非
上
下
し
て
風
乾
に
努
む
ぺ
し
。

て
可
能
た
ら
ば
温
風
よ
き
所
に
架
を
設
け
て
菱
を
風
乾
し
、
晴
天
を
待
つ
ぺ
し
。

ホ
、
以
上
凡
て
不
可
能
な
ら
ば
、
屋
外
に
架
b
t

設
け
、
葬
束
を
念
傾
斜
に
掛
け
て
晴
天
堂
待
。
ぺ
し
。

へ
、
濡
事
会
を
屋
内
に
牧
納
す
る
も
、
以
上
の
方
法
を
壷
さ
Y

る
時
は
、
反
っ
て
護
芽
を
促
進
す
る
故
に
、
寧
ろ
圃
場
に
立
毛
の
ま
L
放
置

し
て
雰
る
L
を
待
つ
ぺ
し
。

.‘ 

一
一
六
小
菱
の
水
分
合
量
と
宮
芽
と
の
闘
係
を
見
る
に
、
水
分
を
三
六

i
=一七
dm含
む
と
き
は
長
も
費
芽
し
易
き
放
に
、
之
を
乾
燥
す
ぺ
じ
。

之
よ
り
水
分
を
減
4
y
る
程
費
芽
は
減
じ
、
水
分
二
一
，
%
に
迄
減
歩
る
時
は
最
平
楠
費
芽
を
見
る
と
と
な
し
。

四
、
或
る
期
間
.
例
へ
ば
一

0
日
間
雨
中
に
小
萎
を
放
置
せ
し
も
の
と
、
雨
中
に
刈
り
取
り
て
そ
の
ま
L
屋
内
に
置
を
し
も
の
、
例
へ
ば
雨



出
轟
の
圃
憾
表
芽
現
象

HHaぎ
て

'〔第一一-綴ぜ

官
八
六

中
向
日
時
札
で
刈
り
て
六
日
問
屋
内
に
置
き
し
も
の
と
ど
比
較
す
る
に
、
屋
内
に
警

r
Eの
は
反
っ
て
穂
奮
芽
多
レ
.
。

f
-℃帯
菱
電
懇

-
曾
牧
聾
す
る
も
、
之
b
E
只
皇
内
に
蔵
置
す
奇
持
は
、
抽
開
強
芽
防
止
の
効
果
無
L
.

五
、
植
費
芽
多
色
邑
程
そ
の
粒
の
千
粒
重
及
び
容
積
重
は
減
少
し
.
品
質
は
低
下
す
。
漏
れ
奏
も
之
を
直
ち
依
乾
煉
す
れ
応
可
お
る
‘
、
牧
鹿

後
屋
内
に
白
人
れ
置
〈
の
み
は
で
は
品
質
を
害
す
。

文

献

近
棟
、
商
品
情
.
寺
山
岨

内

2
)
市
&
伸

小
離
宮
の
閣
情
愛
芽
現
象
伊
九
歳
ぎ

t
n第
二
報
)
陣
属
製
研
究
第
二
骨
内
容
八
五
l
一

o=一
.
昭
和
十
二
年
十
一
周

小
委
の
火
力
乾
燥
試
験
ハ
乙
農
園
事
研
究
第
二
七
倉
一
五
一

i
一
六
五
貰
‘
昭
和
十
二
牟
一
二
島

前
小
委
の
火
力
乾
燥
試
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